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研究成果の概要（和文）：本研究では，2006~2010年に東北大学を含む東北地区24基幹病院において登録された
10,219名の慢性心不全及びその高リスク患者コホート（CHART-2研究）の登録データを用い、予後リスクの層別
化と心疾患イベントのリスク要因探索を行った。
本研究の研究実績として、心疾患イベントの登録と、身体所見、生化学データ、心エコーデータ、投薬情報その
他CHART-2研究のデータ登録作業を継続し、2023年3月末をもって登録時から10年次までの登録作業を完了した。
研究実績としては、2024年3月末までにCHART-2研究に基づく臨床、疫学研究を進め、以下の内容について12報の
論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we stratified prognostic risk and explored risk factors for 
cardiac events using data from the CHART-2 study, a cohort of 10,219 chronic heart failure and 
high-risk patients enrolled at 24 core hospitals in the Tohoku region, including Tohoku University, 
from 2006 to 2010.
Study results of this study include the registration of cardiac events and continued work on 
physical findings, biochemical data, echocardiographic data, medication information, and other data 
from the CHART-2 study, which was completed at the end of March 2023 from the time of registration 
through the 10th year of the study.
As for research achievements, by the end of March 2024, clinical and epidemiological studies based 
on the CHART-2 study were underway, and 12 papers were published on the following topics.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
世界有数の大規模心不全コホートであるCHART-2データを用い、慢性心不全及びその高リスク症例の層別と生体
ネットワークの解析モデル開発を行うことができた。
研究成果は、12報の原著論文と多数の学会発表により報告した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
今日、全世界的な高齢化に伴う心不全の増加が報告されている。わが国は世界に先駆けて超高
齢社会に突入し、動脈硬化性疾患や悪性腫瘍など加齢や生活習慣の欧米化などに伴う生活習慣
病が疾病構造の中心になっている。わが国において心臓病は死因の第 2位を占めており、「心不
全パンデミック」とも呼ばれる極めて深刻な事態が進行している。生活習慣病は、個体の生から
死に至るライフステージにおける恒常性維持機構の変容とそれを取り巻く内的・外的ストレス
の相互作用の結果惹起されるが、この相互作用を解明するためには、大規模集団における経時的
なデータ観察におけるリスク要因の探索と相互依存関係の解明が必要である． 
本研究では、2006~2010年に東北地区 24基幹病院において登録された 10,219名の慢性心不
全及びその高リスク症例の観察研究（CHART-2研究）の登録データを用い、様々な病態を有す
る心疾患患者集団の層別と、各病態における心疾患イベントのリスク要因探索を行う。 

CHART-2研究では、死亡等の主要エンドポイントに加え，毎年診療記録や検査数値などの追
跡を継続している。経時的に観察された共変量を用いた部分集団の層別には関数主成分分析を
用いるが、エンドポイントである生存時間の層別に最適化された理論モデルの開発を行う。疾患
リスクの探索には生存時間をアウトカムとするベイズ構造方程式モデルを想定しているが、継
時的なネットワークの変遷を含めた新たな理論モデルの構築を行う。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、世界有数の大規模心不全コホートである CHART-2データを用い、慢性心不全及
びその高リスク症例の層別と生体ネットワークの解析モデル開発を行う。経時的に観察された
コホートデータの層別は関数主成分分析を用いて行う予定であるが、アウトカムである死亡イ
ベントなどの生存時間の層別に最適化された関数主成分分析を開発する。生体ネットワークの
解析には生存時間をアウトカムとするベイズ構造方程式モデルを想定しているが、経時的に観
察された共変量による構造変化を含めた新たな理論モデルの開発を行う。いずれも統計学的に
未解決の問題であり、高い学術的独自性を有している。また、本研究には研究分担者として理論
統計学者と臨床内科医が参加する体制を整えており、学際的な研究が可能となっている。 
 
３．研究の方法 
 
 追跡期間中の患者データおよび死亡その他のイベントは、2023 年度末時点で 100%入力を完了
し、毎年の検査データの入力は CRC (clinical research consultant) および循環器内科専門医
師による複数回の確認作業を行った。共変量とアウトカムの連関を解明するため構造方程式モ
デリングなどの手法を用い、経時的に蓄積されデータを活用して詳細な検証を行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究では，2006~2010 年に東北大学を含む東北地区 24 基幹病院において登録された 10,219
名の慢性心不全及びその高リスク患者コホート（CHART-2 研究）の登録データを用い、予後リス
クの層別化と心疾患イベントのリスク要因探索を行った。 
本研究の研究実績として、心疾患イベントの登録と、年一回の調査による身体所見、生化学デ
ータ、心エコーデータ、投薬情報その他 CHART-2 研究のデータ登録作業を継続し、2023 年 3 月
末をもって登録時から 10 年次までの登録作業を完了した。 
研究実績としては、2024 年 3 月末までに CHART-2 研究に基づく臨床、疫学研究を進め、以下
の内容について論文発表した。 
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